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れ た 語 と 語 の 関 係 を 用 い て 推 論 を 行 う の が
SWRL(Semantic Web Rule Language)である。ここで SWRL
による推論の一例を紹介する。 
まず、変数 x と y があり、両者の関係を規定する、述語
記号 parent が存在するとする。その場合の表記
は parent(?x,?y) ということになる。この述語はプロパテ
ィと呼ばれ、x が y の親であるという意味づけをするもの
とする。  
同様に変数 y、z に兄弟であることの意味を持たせ
た brother(?y,?z) を定義する。  
また新たに変数 zは xを叔父に持つというプロパティを
定義し提供する。 uncle(?x,?z)  
 前者二つの連言を仮定とし、後者を結論とする推論  













































図 3 推論規則 4 
 






図 4 推論規則 7 
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4 Autoware によるシミュレーション 


























という構成の 3 問について正誤を問う形式になっている。 








 推論規則 7 を用いてタクシーの問題を推論器にかけた











図 5 推論規則 7 の結果 
collisionWarningWithの対象として Taxiクラスのイン
スタンスが抽出されていることがわかる。これを設問に当








Pedestrian(?A) ∧ MyCar(?m) ∧ Road(?lane1) ∧
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